
　

　

　

　

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る

地
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
法

令
に
よ
り
雑
排
水（
台
所
、
風

呂
、
洗
面
、
浄
化
槽
使
用
の
ト

イ
レ
な
ど
）は
３
カ
月
以
内
に
、

く
み
取
り
便
所
は
３
年
以
内
に

下
水
道
へ
接
続
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
期
間
を
超
え

て
も
接
続
を
し
て
い
な
い
事
例

が
あ
り
ま
す
。
特
に
く
み
取
り

便
所
や
単
独
浄
化
槽
を
使
用
し

て
い
る
場
合
は
、
雑
排
水
が
そ

の
ま
ま
水
路
な
ど
に
流
れ
て
し

ま
う
た
め
、
悪
臭
・
害
虫
の
発

生
や
、
川
や
海
を
汚
す
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
水
を
き
れ
い
に

し
て
か
ら
自
然
に
返
す
こ
と
で

水
辺
の
水
質
保
全
な
ど
、
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
提

供
し
、
浸
水
を
防
ぐ
な
ど
、
快

適
で
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
て

い
ま
す
。
接
続
し
て
い
な
い
人

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
接
続
し

て
く
だ
さ
い
。

接
続
工
事
は
必
ず
指
定
工
事
店
で

　

公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
に
は
、
排
水
設
備
工
事
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
工
事
の
依
頼
は
、
下
水
道
の
専
門
知
識
を
習
得
し
た
責

任
技
術
者
の
い
る「
松
山
市
下
水
道
排
水
設
備
工
事
指
定
工
事
店
」

へ
お
願
い
し
ま
す
。
指
定
工
事
店
以
外
で
の
施
工
は
、
違
法
工
事

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
は
、
下
水

道
の
し
お
り（
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
課
、
市
役
所
本
館
１
階
ロ
ビ
ー
に

あ
り
）や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

水
洗
便
所
改
造
資
金
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す

　

公
共
下
水
道
に
接
続
さ
れ
る
際
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
市

で
は
無
利
子
の
貸
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。ご
利
用
の
場
合
は
、

工
事
着
手
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

快
適
で
安
全
な
生
活
を
支
え
る

特 集

公
共
下
水
道
事
業

下
水
道
に
接
続
し
て
〝
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
〞に
ご
協
力
を
！

経
営
健
全
化
に
向
け
た

　
　
　
新
た
な
取
り
組
み

か
ら
か
ら

４ 下水道使用料を 改定します！１
　昭和37年に供用開始した本市の公共下水道は、
現在、市民の約60％が利用し、その皆さんの使用
料などで事業を運営しています。下水道使用料につ
いては、初めて使用料の改定を行った昭和51年以
降、おおむね４年ごとに経営状況に応じて見直しを
行ってきました。今回の改定では、一般家庭や公衆
浴場に配慮し、平均15.0％の改定率となっています。

〈管理運営費の状況〉
支出合計
99.1億円

【平成23年度】

雨水処理費等
39.7億円

利子の支払
（汚水分）
20.0億円

公費負担

下水道使用料
49.7億円

不足額　9.5億円

その他
0.2億円

受益者負担

維持管理費
（汚水分）
16.8億円

（注）特別損失は含まない

減価償却費
（汚水分）
22.6億円

汚
水
処
理
費
等
59
・
４
億
円

資
本
費

収入合計
89.6億円

一般会計繰入金
39.7億円

　

下
水
道
事
業
の
管
理
運
営
費
は

汚
水
処
理
と
雨
水
処
理
に
要
す
る

費
用
に
分
か
れ
、
雨
水
処
理
に
要

す
る
費
用
は
全
て
の
市
民
が
恩
恵

を
受
け
る
た
め
、
税
金（
一
般
会

計
繰
入
金
）で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

汚
水
処
理
に
要
す
る
費
用
は
下
水

道
に
接
続
し
て
い
る
人
の
み
が
恩

恵
を
受
け
る
た
め
、
下
水
道
使
用

料
で
賄
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
汚
水
処
理
に
か
か
る
費
用
を

下
水
道
使
用
料
な
ど
の
収
入
で
賄

い
き
れ
て
い
な
い
た
め
毎
年
、
赤

字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
今
後
の
収
支
見

通
し
を
算
定
し
た
結
果
、
現
在
の

使
用
料
で
経
営
を
続
け
て
い
く
と

累
積
赤
字
が
さ
ら
に
膨
ら
み
続
け

る
こ
と
と
な
り
今
後
、
耐
用
年
数

を
超
え
る
設
備
の
補
修
や
建
て
替

え
な
ど
に
支
障
を
き
た
し
、
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
や
将
来
の
安
定
し
た

事
業
経
営
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
現
在
の

使
用
料
収
入
の
不
足
を
補
う
た
め

に
は
約
28
％
の
改
定
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
本
市
が
掲
げ
る「
第

３
次
下
水
道
整
備
基
本
構
想
」（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）の
下
、

平
成
34
年
度
ま
で
の
単
年
度
赤
字

解
消
を
目
指
し
、
平
均
改
定
率
を

必
要
最
小
限
の
15
・
０
％
と
し
ま

し
た
。

汚れた水をきれいにして放流

変
更
点
その１

変
更
点
その２

　使用料の１立方㍍当
たりの単価143円が161
円に上がります。基本
使用料は従来通り、設
定していません。

〈偶数月検針の場合〉
　６月検針分から全て新使用料で計算します。
〈奇数月検針の場合〉
　５月検針分は１カ月分ずつ旧使用料と新使用
料で計算し、７月検針分から全て新使用料で計
算します。

　次のような変更があるときは、下水道使用料の変
更・精算が生じます。必ず下水道サービス課へ連絡
してください。
①井戸水や簡易水道を使い始めるとき、やめるとき
②転入、転出、出生などで使用人数が変わるとき
③マンションなどで入居戸数に増減があるとき
④使用目的（家庭用⇔営業用）が変わるとき

料
金
改
定
の
主
な
理
由

公
共
桝ま

す

設
置
率
の
向
上

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
課
�
948
６
５
２
８
・

�
934
１
９
８
１
へ

■月額基本使用料900円が1,035円に上がります。

■一般汚水の従量使用料単価が11.2〜18.3％上がります。

■�一般家庭で井戸水などの水道水以外の水のみ使用している場合、これ
までの１人当たり一律月５立方㍍から、使用人数に応じた認定水量に
変わります。また水道水と井戸水などを併用している場合、水道の使
用量に右表の２分の１（小数点以下は切り捨て）を加えた水量となりま
す。なお認定水量は、平成25〜28年度にかけて段階的に見直します。

■水道水（２カ月で20㎥使用の場合）と井戸水などを併用して使用
　１カ月の汚水排出量＝20㎥÷２＋21㎥×1/2≒20㎥
　（1,035円＋31円×10㎥＋188円×10㎥）×２カ月＝6,450円

大浦地区の
小規模下水道

改定による下水道使用料の取り扱い 井戸水などを利用している人へ

　

本
市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
過
去
の

国
の
経
済
対
策
に
基
づ
く
集
中
的
な
整
備

に
よ
り
多
額
の
借
り
入
れ
を
行
い
、
そ
の

利
息
の
支
払
い
な
ど
が
大
き
な
負
担
と
な

り
、厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
人

件
費
の
削
減
な
ど
に

よ
る
コ
ス
ト
縮
減
や
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
に
よ
り
経
営
の
効
率
化
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
使
用
料
収
入
で
処
理
費
用
の
全

額
を
賄
う
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
中
、
使
用
料
収
入
の
不
足
で

生
じ
る
赤
字
を
安
易
に
皆
さ
ん
の
税
金
で

補
て
ん
す
る
こ
と
は
、
下
水
道
を
利
用
し

て
い
な
い
方
も
い
る
こ
と
か
ら
公
平
と
は

い
え
ず
、
ま
た
こ
の
ま
ま
将
来
世
代
に
大

き
な
負
担
を
残
す
べ
き
で
は
な
い
た
め
今

回
、
昨
今
の
経
済
情
勢
や
家
計
に
与
え
る

影
響
な
ど
に
配
慮
し
た
上
で
、
必
要
最
小

限
の
値
上
げ
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

清
潔
で
快
適
、
そ
し
て
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
の
た
め
、
ま

た
美
し
い
水
環
境
を

守
り
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
下
水

道
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
引
き
続
き

経
営
の
健
全
化
に
向
け
、
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

松
山
市
長

下水道使用料表（１カ月） （税込み）

区
分 種　類

基本使用料
従量使用料

段階 汚水排出量
１㎥単価

新 旧 新 旧

水
道
水
使
用
の
場
合

一般汚水 1,035円 900円

１ １〜  10㎥ 31円 27円
２ 11〜  20㎥ 188円 169円
３ 21〜  30㎥ 210円 184円
４ 31〜  50㎥ 217円 186円
５ 51〜 100㎥ 234円 200円
６ 101〜 250㎥ 237円 202円
７ 251〜 500㎥ 252円 213円
８ 501〜1,000㎥ 266円 225円
９ 1,001㎥以上 282円 239円

公衆浴場汚水 1,035円 900円 １㎥につき 29円 29円

　 下水道使用料早見表の新旧比較（２カ月）　 （税込み）
使用水量 新使用料 旧使用料

0㎥ 2,070円 1,800円
10㎥ 2,380円 2,070円
20㎥ 2,690円 2,340円
30㎥ 4,570円 4,030円
40㎥ 6,450円 5,720円
50㎥ 8,550円 7,560円
60㎥ 10,650円 9,400円
70㎥ 12,820円 11,260円
80㎥ 14,990円 13,120円
90㎥ 17,160円 14,980円

100㎥ 19,330円 16,840円
※詳細は市ホームページをご覧ください

水道水以外の水を使用する場合の認定水量 （㎥／月）

使用
人数

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

旧 （新）段階的に見直し

１人 5㎥ 6㎥ 7㎥ 8㎥ 8㎥

２人 10㎥ 11㎥ 12㎥ 13㎥ 14㎥

３人 15㎥ 16㎥ 17㎥ 18㎥ 20㎥

４人 20㎥ 21㎥ 22㎥ 23㎥ 25㎥

５人 25㎥ 26㎥ 27㎥ 28㎥ 30㎥

６人 30㎥ 31㎥ 32㎥ 33㎥ 35㎥

※ 使用人数が６人を超えるときは、各年度、６人の水量に１
人につき５㎥を加算

　一般的な家庭（月20立方㍍使用）では、改定率

を12.8％（２カ月で使用料730円増）に抑えてい

ます。

【下水道使用料の計算例】…平成25年度に一般家庭４人で使用した場合
■井戸水や簡易水道のみ使用
　１カ月の汚水排出量は、21㎥／月
　（1,035円＋31円×10㎥＋188円×10㎥＋210円×１㎥）×２カ月＝6,870円

基本使用料 従量使用料

お問い合わせは、下水道サービス課�948―6531・　�934―1981へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
下
水
道

政
策
課
�
948
６
５
３
３
・
�
934

５
８
６
２
へ

１日当たり約670㍑の
汚水処理費用

ペットボトル１本分の
飲料代金相当

≒

　改定後の使用料は、月に20立方㍍を使用する
一般家庭で月額3,225円になります。１カ月を30
日で計算すると１日当たりの処理する汚水量は
約670㍑、処理費用は107.5円です。
　１日当たり浴槽約３杯分の汚水（浴槽１杯分
の平均容量は約200㍑）を、ペットボトル（500
㍉㍑）１本分の飲料代金相当の料金で処理して
いることになります。

汚水処理にかかる費用
は１日どのくらい？

マ
ン
ホ
ー
ル

官民境界

下水道管
公共桝

側溝

宅地 道路

接続桝接続桝

　公共桝とは、道路に埋
設した下水道管と宅地内
の排水設備を接続するた
めの桝

ます

ます ます ます

　

下
水
道
の
工
事
箇
所
は
市
が
経
済
性
や
工
事
難
易
度

を
考
慮
し
て
決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
下
水
道
を
利
用

し
た
い
住
民
が
で
き
る
だ
け
早
く
利
用
で
き
る
よ
う
、

来
年
度
か
ら「
住
民
要
望
制
度
」を
創
設
し
ま
す
。
詳
細

は
下
水
道
整
備
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
民
要
望
制
度
の
創
設

　

私
道
申
請
は
、
こ
れ
ま
で
公
道
の
下
水
道
が
供
用
開

始
さ
れ
た
後
に
受
け
付
け
を
開
始
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
後
は
私
道
沿
線
住
民
が
早
く
下
水
道
を
利
用
で
き
る

よ
う
、
公
道
の
下
水
道
工
事
開
始
後
か
ら
受
け
付
け
を

開
始
し
ま
す
。

私
道
申
請
の
受
け
付
け
を
早
め
ま
す

　

公
共
桝ま

す

は
こ
れ
ま
で
、
本
管
工
事
中
に
設
置
す
る
場

合
と
、
工
事
完
了
後
に
個
人
の
申
請
に
よ
っ
て
設
置
す

る
場
合
の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
自
己
負
担

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
４
月
以
降
は
、
原
則
と
し
て

本
管
工
事
完
了
後
に
設
置
す
る
場
合
、
自
己
負
担
と
す

る
こ
と
で
、
工
事
中
の
設
置
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

た
だ
し
既
に
分
流
式
で
供
用
開
始
し
て
い
る
区
域
は
、

本
年
４
月
か
ら
３
年
間
を
移
行
期
間
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
個
人
の
申
請
に
よ
り
市
が
設
置
し
ま
す
が
、

平
成
28
年
４
月
以
降
は
原
則
、
自
己
負
担
で
の
設
置
と

な
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
下
水
道
整
備
課
�
948
６
７
５

４
・
�
934
０
６
７
０
へ

※
市
長
の
動
画
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
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